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NOSAI事業の功労者表彰

費
賦
課
金
は
、
旧
４
組
合
に
お
け
る
最

低
水
準
に
統
一
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
予
算（
旧
４
組
合
の
合
計
）比
、３
、

９
３
３
万
円
減
の
１
億
９
７
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
が
70
％
を
占
め

て
い
ま
す
。そ
の
他
で
は
損
害
防
止
費
、

普
及
推
進
費
、
業
務
費
、
損
害
評
価
費
、

施
設
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
う
ち
、
損
害
防
止
費
、
損
害
評
価

費
を
増
額
す
る
反
面
、
そ
の
他
は
前
年

度
予
算
を
下
回
る
水
準
と
し
、
業
務
運

営
の
合
理
化
・
効
率
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
業
務
収
支
予
算
と
は
事
業
運
営
に
必

要
な
経
費
に
関
す
る
予
算
を
い
い
、
各

共
済
事
業
の
共
済
金
や
共
済
掛
金
を
経

理
す
る
事
業
勘
定
と
は
区
別
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
事
務
費
国

庫
負
担
金
を
主
と
す
る
受
取
補
助
金

（
８
億
１
、
６
９
８
万
円
）
で
、
全
体

の
54
％
を
占
め
ま
す
。
次
が
任
意
共
済

勘
定
受
入
（
19
％
）
で
、
任
意
共
済
掛

金
の
内
の
事
務
費
賦
課
金
分
に
あ
た

り
、
組
合
の
事
業
運
営
基
盤
を
強
化
す

る
た
め
の
重
要
な
収
入
源
で
す
。な
お
、

水
稲
共
済
や
家
畜
共
済
な
ど
制
度
共
済

加
入
者
の
皆
様
に
負
担
い
た
だ
く
事
務

　
頻
発
す
る
農
業
災
害
に
対
応
し
、
制
度
の

啓
発
・
普
及
推
進
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
下
全
域
で
の
地
区
担

当
制
を
実
施
し
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
接
点

強
化
を
図
り
、
総
共
済
金
額
６
、
３
５
８
億

円
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。（
地
区
担
当
者

紹
介
「
私
た
ち
が
お
伺
い
し
ま
す
」
は
11
〜

14
ペ
ー
ジ
）

い
っ
ぽ
う
で
、引
続
き
業
務
運
営
の
合
理
化
・

効
率
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理

の
強
化
を
図
り
、
不
祥
事
件
の
未
然
防
止
に

引
続
き
努
め
、
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
の
維

持
・
向
上
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

頻
発
す
る
農
業
災
害
に
備
え
、
制
度
の
啓
発
と
加
入
拡
大
に
全
力

総
共
済
金
額
６
３
５
８
億
円
の
達
成
へ

１ 

全
事
業
の
引
受
拡
大
と
補
償
の
充
実

　
①
経
営
所
得
安
定
対
策
の
実
施
に
即
応

し
た
事
業
実
施

　
②
農
家
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
提
案
型
推
進

の
展
開

　
③
総
共
済
金
額
６
、３
５
８
億
円
の
必
達

２ 

業
務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化

　
①
１
組
合
化
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
組
織
体
制
の
構
築

　
②
長
期（
10
年
）職
員
雇
用
計
画
の
作
成

　
③
業
務
経
費
全
体
の
見
直
し
・
合
理
化

３ 

農
業
共
済
制
度
等
改
善
検
討

　
①
収
入
保
険
制
度
検
討
調
査
事
業
に
対

す
る
全
面
的
な
協
力

　
②
耕
地
情
報
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
及
び
耕

地
図
作
成
事
業
の
完
遂

４ 

リ
ス
ク
管
理
の
強
化

　
①
不
祥
事
件
の
未
然
防
止
に
向
け
た
内

部
監
査
の
強
化

　
②
実
効
性
を
高
め
る
役
職
員
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
の
実
施

　
③
苦
情
処
理
体
制
の
確
立

業
務
収
支
予
算 

総
額
15
億
円

平成26年度 事業計画　引受規模と共済金額
農作物共済 25,137ha 148億8,149万円

家畜共済 114,494頭 85億4,097万円

果樹共済 282ha 4億8,092万円

畑作物共済 1,252ha 3億8,476万円

園芸施設共済 8,497棟 32億2,719万円

建物共済 58,786棟 5,986億7,134万円

農機具共済 4,880台 95億9,000万円

合計総共済金額  6,357億7,666万円

平成26年度 事業計画・業務収支予算

　
平
成
26
年
６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
１
回
通
常
総
代
会
」
に
お
い
て
平
成

25
年
度
大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
１
号
表
彰（
農
業
共
済
基
礎
組
織
の
部
）

９
名
、
２
号
表
彰
（
役
員
の
部
）
２
名
、

３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）
４
名
の
計
15
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
に
お
い

て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。（
敬
称
略
）

１
号
表
彰
（
農
業
共
済
基
礎
組
織
の
部
）

　
別
府
市
　
　
　
　
高
原
　
高
鬼

　
国
東
市
　
　
　
　
土
谷
　
清
実

　
日
田
市
　
　
　
　
伊
藤
　
　
巧

　
大
分
市
　
　
　
　
森
　
　
繁
夫

　
豊
後
大
野
市
　
　
吉
田
　
玉
喜

　
竹
田
市
　
　
　
　
広
瀬
　
章
司

　
豊
後
高
田
市
　
　
芹
川
　
克
己

　
中
津
市
　
　
　
　
鵜
木
　
重
勝

　
宇
佐
市
　
　
　
　
松
原
　
鉄
男

２
号
表
彰
（
役
員
の
部
）

　
別
府
市
　
　
　
　
久
保
　
幸
孝

　
玖
珠
郡
玖
珠
町
　
臼
木
　
幹
雄

３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

　
速
見
郡
日
出
町
　
金
澤
　
一
郎

　
豊
後
大
野
市
　
　
麻
生
　
和
紀

　
豊
後
大
野
市
　
　
荒
巻
　
政
志

　
大
分
市
　
　
　
　
泉
　
　
泰
三

前列左より、森繁夫さん、伊藤巧さん、高原高鬼さん、広瀬章司さん、芹川克己さん、松原鉄男さん
後列左より、泉泰三さん、金澤一郎さん、久保幸孝さん、麻生和紀さん、荒巻政志さん

役
職
員
一
体
と
な
り
、

　
次
の
事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す

前期繰越業務残金
48,491

受取補助金
816,984

事務費賦課金
109,759

受取利息 130,722

損害防止収入
40,560

任意共済勘定受入
288,536

その他 65,090

人件費
1,050,738

事務費 36,289

業務費 66,176 

普及推進費 74,285

施設費 60,250

損害評価費 65,473

損害防止費 78,044

課税負担金 13,859 その他 55,028

支出合計
1,500,142

（千円）

収入合計
1,500,142

（千円）
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７
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。
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損
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損
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い
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ぽ
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で
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き
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運
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の
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化
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を
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ま
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取
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発
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５
８
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全
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の
充
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に
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し
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②
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開

　
③
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５
８
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営
の
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化

　
①
１
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の
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築

　
②
長
期（
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計
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③
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②
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農機具共済 4,880台 95億9,000万円

合計総共済金額  6,357億7,666万円

平成26年度 事業計画・業務収支予算
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成
26
年
６
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に
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催
さ
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た
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組
合
表
彰
が
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わ
れ
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し
た
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号
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彰
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役
員
の
部
）
２
名
、

３
号
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（
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４
名
の
計
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名
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彰
さ
れ
ま
し
た
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Ａ
Ｉ
事
業
に
お
い

て
功
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の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し

て
贈
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れ
る
も
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で
す
。（
敬
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略
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号
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の
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）
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鬼

　
国
東
市
　
　
　
　
土
谷
　
清
実

　
日
田
市
　
　
　
　
伊
藤
　
　
巧

　
大
分
市
　
　
　
　
森
　
　
繁
夫

　
豊
後
大
野
市
　
　
吉
田
　
玉
喜

　
竹
田
市
　
　
　
　
広
瀬
　
章
司

　
豊
後
高
田
市
　
　
芹
川
　
克
己

　
中
津
市
　
　
　
　
鵜
木
　
重
勝

　
宇
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市
　
　
　
　
松
原
　
鉄
男

２
号
表
彰
（
役
員
の
部
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別
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員
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）
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澤
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市
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生
　
和
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後
大
野
市
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大
分
市
　
　
　
　
泉
　
　
泰
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前列左より、森繁夫さん、伊藤巧さん、高原高鬼さん、広瀬章司さん、芹川克己さん、松原鉄男さん
後列左より、泉泰三さん、金澤一郎さん、久保幸孝さん、麻生和紀さん、荒巻政志さん

役
職
員
一
体
と
な
り
、

　
次
の
事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す

前期繰越業務残金
48,491

受取補助金
816,984

事務費賦課金
109,759

受取利息 130,722

損害防止収入
40,560

任意共済勘定受入
288,536

その他 65,090

人件費
1,050,738

事務費 36,289

業務費 66,176 

普及推進費 74,285

施設費 60,250

損害評価費 65,473

損害防止費 78,044

課税負担金 13,859 その他 55,028

支出合計
1,500,142

（千円）

収入合計
1,500,142

（千円）
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別
杵
速
見
区（
13
名
）

　
佐
藤
　
正
則（
大
田
）

　
定
平
　
正
美（
日
出
）

　
北
野
　
正
一（
日
出
）

　
伊
東
　
健
治（
山
香
）

　
阿
部
　
静
男（
山
香
）

　
麻
生
　
喜
久
治（
山
香
）

　
佐
藤
　
英
司（
山
香
）

　
吉
岩
　
耕
治（
山
香
）

　
西
本
　
義
矩（
別
府
）

　
安
松
　
歳
生（
杵
築
）

　
江
藤
　
由
之
助（
杵
築
）

　
荒
巻
　
良
直（
杵
築
）

　
永
松
　
良
治（
杵
築
）

東
国
東
区（
11
名
）

　
松
坂
　
義
行（
国
見
）

　
有
定
　
　
旭（
国
見
）

　
國
廣
　
吉
郎（
国
東
）

　
橋
本
　
榮
太
郎（
国
東
）

　
河
野
　
有
利（
国
東
）

　
西
川
　
政
一（
国
東
）

　
吉
本
　
博
彰（
武
蔵
）

　
安
見
　
雄
二（
武
蔵
）

　
小
田
　
弘
文（
安
岐
）

　
高
橋
　
善
一
郎（
安
岐
）

　
多
田
　
信
男（
安
岐
）

九
重
区（
６
名
）

　
松
木
　
富
雄（
九
重
）

　
髙
橋
　
二
三
男（
野
津
）

　
木
本
　
壽
陽（
野
津
）

　
神
野
　
武
雄（
野
津
）

　
成
水
　
正
秋（
野
津
）

佐
伯
区（
９
名
）

　
汐
月
　
敏
幸（
佐
伯
）

　
髙
橋
　
誠
一
郎（
佐
伯
）

　
吉
良
　
勝
彦（
佐
伯
）

　
井
上
　
真
二（
蒲
江
）

　
出
納
　
文
男（
弥
生
）

　
三
原
　
眞
喜
夫（
本
匠
）

　
河
野
　
忠
幸（
宇
目
）

　
森
竹
　
　
蕃（
宇
目
）

　
戸
髙
　
浅
生（
直
川
）

豊
後
大
野
１
区（
８
名
）

　
神
志
那
　
静
清（
三
重
）

　
佐
藤
　
　
博（
三
重
）

　
伊
藤
　
正
信（
三
重
）

　
首
藤
　
　
太（
清
川
）

　
嶺
　
　
正
彦（
緒
方
）

　
波
多
野
　
征
継（
緒
方
）

　
安
藤
　
宣
治（
緒
方
）

　
野
仲
　
信
吉（
緒
方
）

豊
後
大
野
２
区（
７
名
）

　
矢
野
　
源
平（
朝
地
）

　
板
倉
　
　
照（
朝
地
）

　
秦
　
　
忠
士（
大
野
）

由
布
区（
９
名
）

　
浦
田
　
広
海（
由
布
）

　
古
長
　
　
尚（
由
布
）

　
小
野
　
雄
一
郎（
由
布
）

　
角
　
　
正
一（
由
布
）

　
田
北
　
篤
文（
由
布
）

　
栗
林
　
量
教（
由
布
）

　
奥
野
　
昭
生（
由
布
）

　
首
藤
　
明
登（
由
布
）

　
佐
藤
　
義
隆（
由
布
）

日
田
１
区（
６
名
）

　
秋
　
　
和
夫（
日
田
）

　
中
島
　
浩
司（
日
田
）

　
井
上
　
正
一
郎（
日
田
）

　
冷
川
　
隆
征（
日
田
）

　
石
松
　
國
雄（
日
田
）

　
森
山
　
周
次（
日
田
）

日
田
２
区（
４
名
）

　
佐
藤
　
博
恭（
前
津
江
）

　
川
村
　
喜
一
郎（
上
津
江
）

　
高
倉
　
郁
雄（
天
瀬
）

　
音
成
　
博
文（
天
瀬
）

津
久
見
区
・
臼
杵
区（
８
名
）

　
野
中
　
和
憲（
津
久
見
）

　
川
野
　
健
治（
臼
杵
）

　
安
東
　
敬
一（
臼
杵
）

　
佐
藤
　
政
雄（
臼
杵
）

　
日
野
　
賢
二（
九
重
）

　
佐
々
木
　
清
和（
九
重
）

　
矢
野
　
清
美（
九
重
）

　
平
山
　
千
年（
九
重
）

　
菅
家
　
二
三
夫（
九
重
）

玖
珠
区（
８
名
）

　
森
　
久
一
郎（
玖
珠
）

　
梅
木
　
正
範（
玖
珠
）

　
穴
本
　
俊
則（
玖
珠
）

　
藤
本
　
勝
美（
玖
珠
）

　
工
藤
　
忍
生（
玖
珠
）

　
中
尾
　
　
拓（
玖
珠
）

　
帆
足
　
建
一（
玖
珠
）

　
嶋
津
　
徳
光（
玖
珠
）

大
分
１
区（
５
名
）

　
佐
藤
　
美
喜
夫（
大
分
）

　
赤
星
　
憲
一（
大
分
）

　
衛
藤
　
泰
雄（
大
分
）

　
二
宮
　
元
規（
大
分
）

　
足
立
　
邦
昭（
大
分
）

大
分
２
区（
６
名
）

　
池
辺
　
俊
男（
大
分
）

　
浅
野
　
紀
代
士（
大
分
）

　
池
永
　
勝
己（
大
分
）

　
首
藤
　
幸
男（
大
分
）

　
大
平
　
和
生（
大
分
）

　
安
達
　
勝
行（
大
分
）

　
戸
崎
　
善
弘（
大
野
）

　
粟
生
　
賢
一（
大
野
）

　
清
松
　
誠
治（
千
歳
）

　
三
浦
　
誠
治（
犬
飼
）

竹
田
区（
12
名
）

　
湯
木
野
　
勝
彦（
竹
田
）

　
後
藤
　
俊
行（
竹
田
）

　
藤
原
　
康
生（
竹
田
）

　
後
藤
　
清
幸（
竹
田
）

　
内
川
　
茂
徳（
竹
田
）

　
田
北
　
栄
治（
竹
田
）

　
坂
本
　
武
千
代（
荻
）

　
市
原
　
福
雄（
荻
）

　
畑
山
　
耕
作（
久
住
）

　
木
村
　
信
義（
久
住
）

　
大
塚
　
和
彦（
直
入
）

　
首
藤
　
法
文（
直
入
）

豊
後
高
田
区（
５
名
）

　
後
藤
　
次
悦（
真
玉
）

　
荒
川
　
昭
人（
香
々
地
）

　
永
野
　
次
郎（
豊
後
高
田
）

　
芹
川
　
克
己（
豊
後
高
田
）

　
中
野
　
高
信（
豊
後
高
田
）

中
津
１
区（
８
名
）

　
宮
本
　
清
三（
三
光
）

　
木
崎
　
正
昭（
三
光
）

　
梅
田
　
曜
一
郎（
本
耶
馬
溪
）

　
中
村
　
詔
治（
本
耶
馬
溪
）

　
末
廣
　
章
一（
耶
馬
溪
）

　
梅
木
　
治
三
郎（
耶
馬
溪
）

　
中
野
　
武
徳（
山
国
）

　
村
上
　
睦
男（
山
国
）

中
津
２
区（
５
名
）

　
伊
藤
　
静
雄（
中
津
）

　
岩
崎
　
邦
夫（
中
津
）

　
清
水
　
康
明（
中
津
）

　
黒
川
　
紀
光（
中
津
）

　
岩
丸
　
武
昭（
中
津
）

宇
佐
１
区（
７
名
）

　
池
田
　
雅
彦（
院
内
）

　
南
　
　
耕
治（
院
内
）

　
小
野
　
正
一（
院
内
）

　
山
崎
　
末
昭（
安
心
院
）

　
川
村
　
　
弘（
安
心
院
）

　
佐
田
　
則
昭（
安
心
院
）

　
石
川
　
英
二（
安
心
院
）

宇
佐
２
区（
７
名
）

　
大
森
　
　
孝（
駅
川
）

　
藤
本
　
健
一（
南
部
）

　
今
井
　
　
誠（
南
部
）

　
中
島
　
忠
夫（
北
部
）

　
松
崎
　
健
二（
北
部
）

　
今
戸
　
輝
明（
柳
ヶ
浦
）

　
永
松
　
文
義（
宇
佐
）

組合員の代表　総代さん144名
５月20 日、大分県農業共済組合総代選挙規程に基づき、今後３年間組合員の代表として、総代会において
組合運営の意思決定の重責を担っていただく総代 144 名が各選挙区ごとに次のとおり決定しました。（敬称略）

理事

甲斐　善馬
理事

清末　芳晴
理事

阿部　順治
副組合長理事

佐藤　勇夫
組合長理事

日野　立明

理事

武藤　英敏
理事

山田　定男
理事

柳井　正二
理事

岩下　正勝
理事

岩本　龍年

理事

宮川　竹則
理事

上野　勝美
理事

三上　忠治
理事

大塚　惟敬
理事

長野　幸生

監事

菅原　俊治
監事

宇都宮　巧
代表監事

緒方　勝彦
理事

永松　義光
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別
杵
速
見
区（
13
名
）

　
佐
藤
　
正
則（
大
田
）

　
定
平
　
正
美（
日
出
）

　
北
野
　
正
一（
日
出
）

　
伊
東
　
健
治（
山
香
）

　
阿
部
　
静
男（
山
香
）

　
麻
生
　
喜
久
治（
山
香
）

　
佐
藤
　
英
司（
山
香
）

　
吉
岩
　
耕
治（
山
香
）

　
西
本
　
義
矩（
別
府
）

　
安
松
　
歳
生（
杵
築
）

　
江
藤
　
由
之
助（
杵
築
）

　
荒
巻
　
良
直（
杵
築
）

　
永
松
　
良
治（
杵
築
）

東
国
東
区（
11
名
）

　
松
坂
　
義
行（
国
見
）

　
有
定
　
　
旭（
国
見
）

　
國
廣
　
吉
郎（
国
東
）

　
橋
本
　
榮
太
郎（
国
東
）

　
河
野
　
有
利（
国
東
）

　
西
川
　
政
一（
国
東
）

　
吉
本
　
博
彰（
武
蔵
）

　
安
見
　
雄
二（
武
蔵
）

　
小
田
　
弘
文（
安
岐
）

　
高
橋
　
善
一
郎（
安
岐
）

　
多
田
　
信
男（
安
岐
）

九
重
区（
６
名
）

　
松
木
　
富
雄（
九
重
）

　
髙
橋
　
二
三
男（
野
津
）

　
木
本
　
壽
陽（
野
津
）

　
神
野
　
武
雄（
野
津
）

　
成
水
　
正
秋（
野
津
）

佐
伯
区（
９
名
）

　
汐
月
　
敏
幸（
佐
伯
）

　
髙
橋
　
誠
一
郎（
佐
伯
）

　
吉
良
　
勝
彦（
佐
伯
）

　
井
上
　
真
二（
蒲
江
）

　
出
納
　
文
男（
弥
生
）

　
三
原
　
眞
喜
夫（
本
匠
）

　
河
野
　
忠
幸（
宇
目
）

　
森
竹
　
　
蕃（
宇
目
）

　
戸
髙
　
浅
生（
直
川
）

豊
後
大
野
１
区（
８
名
）

　
神
志
那
　
静
清（
三
重
）

　
佐
藤
　
　
博（
三
重
）

　
伊
藤
　
正
信（
三
重
）

　
首
藤
　
　
太（
清
川
）

　
嶺
　
　
正
彦（
緒
方
）

　
波
多
野
　
征
継（
緒
方
）

　
安
藤
　
宣
治（
緒
方
）

　
野
仲
　
信
吉（
緒
方
）

豊
後
大
野
２
区（
７
名
）

　
矢
野
　
源
平（
朝
地
）

　
板
倉
　
　
照（
朝
地
）

　
秦
　
　
忠
士（
大
野
）

由
布
区（
９
名
）

　
浦
田
　
広
海（
由
布
）

　
古
長
　
　
尚（
由
布
）

　
小
野
　
雄
一
郎（
由
布
）

　
角
　
　
正
一（
由
布
）

　
田
北
　
篤
文（
由
布
）

　
栗
林
　
量
教（
由
布
）

　
奥
野
　
昭
生（
由
布
）

　
首
藤
　
明
登（
由
布
）

　
佐
藤
　
義
隆（
由
布
）

日
田
１
区（
６
名
）

　
秋
　
　
和
夫（
日
田
）

　
中
島
　
浩
司（
日
田
）

　
井
上
　
正
一
郎（
日
田
）

　
冷
川
　
隆
征（
日
田
）

　
石
松
　
國
雄（
日
田
）

　
森
山
　
周
次（
日
田
）

日
田
２
区（
４
名
）

　
佐
藤
　
博
恭（
前
津
江
）

　
川
村
　
喜
一
郎（
上
津
江
）

　
高
倉
　
郁
雄（
天
瀬
）

　
音
成
　
博
文（
天
瀬
）

津
久
見
区
・
臼
杵
区（
８
名
）

　
野
中
　
和
憲（
津
久
見
）

　
川
野
　
健
治（
臼
杵
）

　
安
東
　
敬
一（
臼
杵
）

　
佐
藤
　
政
雄（
臼
杵
）

　
日
野
　
賢
二（
九
重
）

　
佐
々
木
　
清
和（
九
重
）

　
矢
野
　
清
美（
九
重
）

　
平
山
　
千
年（
九
重
）

　
菅
家
　
二
三
夫（
九
重
）

玖
珠
区（
８
名
）

　
森
　
久
一
郎（
玖
珠
）

　
梅
木
　
正
範（
玖
珠
）

　
穴
本
　
俊
則（
玖
珠
）

　
藤
本
　
勝
美（
玖
珠
）

　
工
藤
　
忍
生（
玖
珠
）

　
中
尾
　
　
拓（
玖
珠
）

　
帆
足
　
建
一（
玖
珠
）

　
嶋
津
　
徳
光（
玖
珠
）

大
分
１
区（
５
名
）

　
佐
藤
　
美
喜
夫（
大
分
）

　
赤
星
　
憲
一（
大
分
）

　
衛
藤
　
泰
雄（
大
分
）

　
二
宮
　
元
規（
大
分
）

　
足
立
　
邦
昭（
大
分
）

大
分
２
区（
６
名
）

　
池
辺
　
俊
男（
大
分
）

　
浅
野
　
紀
代
士（
大
分
）

　
池
永
　
勝
己（
大
分
）

　
首
藤
　
幸
男（
大
分
）

　
大
平
　
和
生（
大
分
）

　
安
達
　
勝
行（
大
分
）

　
戸
崎
　
善
弘（
大
野
）

　
粟
生
　
賢
一（
大
野
）

　
清
松
　
誠
治（
千
歳
）

　
三
浦
　
誠
治（
犬
飼
）

竹
田
区（
12
名
）

　
湯
木
野
　
勝
彦（
竹
田
）

　
後
藤
　
俊
行（
竹
田
）

　
藤
原
　
康
生（
竹
田
）

　
後
藤
　
清
幸（
竹
田
）

　
内
川
　
茂
徳（
竹
田
）

　
田
北
　
栄
治（
竹
田
）

　
坂
本
　
武
千
代（
荻
）

　
市
原
　
福
雄（
荻
）

　
畑
山
　
耕
作（
久
住
）

　
木
村
　
信
義（
久
住
）

　
大
塚
　
和
彦（
直
入
）

　
首
藤
　
法
文（
直
入
）

豊
後
高
田
区（
５
名
）

　
後
藤
　
次
悦（
真
玉
）

　
荒
川
　
昭
人（
香
々
地
）

　
永
野
　
次
郎（
豊
後
高
田
）

　
芹
川
　
克
己（
豊
後
高
田
）

　
中
野
　
高
信（
豊
後
高
田
）

中
津
１
区（
８
名
）

　
宮
本
　
清
三（
三
光
）

　
木
崎
　
正
昭（
三
光
）

　
梅
田
　
曜
一
郎（
本
耶
馬
溪
）

　
中
村
　
詔
治（
本
耶
馬
溪
）

　
末
廣
　
章
一（
耶
馬
溪
）

　
梅
木
　
治
三
郎（
耶
馬
溪
）

　
中
野
　
武
徳（
山
国
）

　
村
上
　
睦
男（
山
国
）

中
津
２
区（
５
名
）

　
伊
藤
　
静
雄（
中
津
）

　
岩
崎
　
邦
夫（
中
津
）

　
清
水
　
康
明（
中
津
）

　
黒
川
　
紀
光（
中
津
）

　
岩
丸
　
武
昭（
中
津
）

宇
佐
１
区（
７
名
）

　
池
田
　
雅
彦（
院
内
）

　
南
　
　
耕
治（
院
内
）

　
小
野
　
正
一（
院
内
）

　
山
崎
　
末
昭（
安
心
院
）

　
川
村
　
　
弘（
安
心
院
）

　
佐
田
　
則
昭（
安
心
院
）

　
石
川
　
英
二（
安
心
院
）

宇
佐
２
区（
７
名
）

　
大
森
　
　
孝（
駅
川
）

　
藤
本
　
健
一（
南
部
）

　
今
井
　
　
誠（
南
部
）

　
中
島
　
忠
夫（
北
部
）

　
松
崎
　
健
二（
北
部
）

　
今
戸
　
輝
明（
柳
ヶ
浦
）

　
永
松
　
文
義（
宇
佐
）

組合員の代表　総代さん144名
５月20 日、大分県農業共済組合総代選挙規程に基づき、今後３年間組合員の代表として、総代会において
組合運営の意思決定の重責を担っていただく総代 144 名が各選挙区ごとに次のとおり決定しました。（敬称略）

理事

甲斐　善馬
理事

清末　芳晴
理事

阿部　順治
副組合長理事

佐藤　勇夫
組合長理事

日野　立明

理事

武藤　英敏
理事

山田　定男
理事

柳井　正二
理事

岩下　正勝
理事

岩本　龍年

理事

宮川　竹則
理事

上野　勝美
理事

三上　忠治
理事

大塚　惟敬
理事

長野　幸生

監事

菅原　俊治
監事

宇都宮　巧
代表監事

緒方　勝彦
理事

永松　義光

NOSAIおおいた役員紹介
























